
 

 

君津市福祉作業所ミツバ園のあり方について 
福 祉 部  

 

１ 現状 

  君津市福祉作業所ミツバ園（以下「ミツバ園」という。）については、民間事業者

のもつ柔軟性や効率性を活かした質の高い障害福祉サービスの実現に向け、活用に

条件を付した上、公募等を行い、民営化を図ることとした。   

今年度は、ミツバ園の民営化に向けて土地及び建物の現況調査を実施していると

ころである。 

この度、ミツバ園民営化の方向性を以下のとおり定めたので、報告する。 

 

２ 民営化の方向性 

(1) 利用者の就労環境の充実 

利用者の就労環境等を第一に考えた事業者の公募を実施するとともに、関係者に

対し随時丁寧な説明に努める。 

(2)実施時期 

令和８年４月１日 

ただし、諸条件が整わなかった場合には、実施時期は延期する。 

(3)土地・建物の取扱い 

ミツバ園の土地及び建物を適正価格で売却する民営化を第一優先とするが、応募

事業者が自ら用意した土地や施設を活用した民営化等も提案可能とする。 

 

３ 今後の予定 

  【令和６年度】 

   ・指定管理者の指定（令和７年度の１年間のみ非公募で指定） 

  【令和７年度】 

   ・民営化公募手続きを実施し、事業者選定、契約締結 

   ・君津市福祉作業所の設置及び管理に関する条例を廃止する議案の提出 

 

※施設の概要等 

  

施設名称 所在地 敷地面積(延床) 構造 建築年 土地 建物 定員 

ミツバ園 坂田 396番 4 1,088.09(328.74)㎡ 木造 平成８年 市有地 市所有 20名 
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